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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
市
内
（
西
部
）
に
設
置
さ
れ

る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

車
両
基
地
（
工
場
含
む
）
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
計
画
で
は
、
神
奈
川
県
の

相
模
原
市
内
と
当
市
内
の
２
箇
所
に
車
両

基
地
を
設
置
し
、
当
市
内
に
設
置
さ
れ
る

車
両
基
地
に
は
、
工
場
機
能
も
含
ま
れ
、

用
地
は　

〜　
　

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

60

70
ha

既
存
の
新
幹
線
車
両
基
地
と
比
べ
て
も
、

工
場
機
能
を
含
む
こ
と
か
ら
そ
の
規
模
は

大
き
く
、
中
津
川
中
核
工
業
団
地
の
全
体

面
積
が
約　
　

な
の
で
、
同
様
の
規
模
の

75
ha

も
の
が
車
両
基
地
単
体
で
も
う
１
つ
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
表
１
）

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
現
行
の
新
幹

線
と
は
違
い
、
超
電
導
磁
石
で
浮
上
走
行

す
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
当
市
に

計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
車
両
基
地
は
現

存
し
ま
せ
ん
が
、
車
両
基
地
と
し
て
の
構

造
や
役
割
は
、
現
行
の
新
幹
線
車
両
基
地

と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
た
め
、
現
行
の
新
幹

線
車
両
基
地
の
構
造
と
役
割
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

新
幹
線
の
車
両
基
地
は
、
路
線
ご

と
に
各
地
に
設
置
さ
れ
、
規
模
、
機

能
等
も
様
々
で
、
一
般
に
「
車
庫
」

と
呼
ば
れ
、
複
数
の
留
置
線
車
両
検

修
施
設
を
備
え
仕
業
・
交
番
検
査
を

行
う
も
の
や
「
工
場
」
と
呼
ば
れ
、

全
般
検
査
、
車
両
の
改
造
・
修
理
、

修
繕
な
ど
を
行
う
も
の
や
夜
間
停
泊

な
ど
の
た
め
の
留
置
線
だ
け
の
小
規
模
な

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
市
に
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
大
規

模
な
も
の
は
、「
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
」
も

し
く
は
、「
総
合
車
両
基
地
」
と
呼
ば
れ
、

「
車
庫
」
と
「
工
場
」
が
併
設
さ
れ
て
い

る
タ
イ
プ
で
す
。

　

今
年
３
月
に
開
業
し
た
九
州
新
幹
線
の

熊
本
総
合
車
両
基
地
（
図
１
）
は
、　
　20
ha

の
敷
地
に　

線
の
発
着
留
置
線
、
台
車
検
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修
場
、
車
体
検
修
場
、
車
体
塗
装
場
、
検

車
庫
、
変
電
・
配
電
所
な
ど
が
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

県
や
東
濃
地
域
の
市
町
村
、
経
済
界
な

ど
で
組
織
す
る
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
地

域
づ
く
り
研
究
会
」
が
ま
と
め
た
「
リ
ニ

ア
基
本
戦
略
」
で
は
、
リ
ニ
ア
の
整
備
工

場
と
車
両
基
地
か
ら
な
る「
総
合
車
両
所
」

を
活
か
す
取
り
組
み
と
し
て
、
関
連
企
業

を
誘
致
し
、
地
域
の
雇
用
創
出
や
人
口
の

増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ
の
施
設
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
利
府
町
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
幹
線

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
業
・
交
番

検
査
と
い
っ
た
日
常
的
な
整
備
か
ら
、
新

製
車
両
の
搬
入
、
廃
車
解
体
に
至
る
ま
で
、

新
幹
線
車
両
に
関
す
る
総
合
的
な
業
務
が

行
わ
れ
、
清
掃
系
の
企
業
立
地
も
進
み
、

関
連
・
協
力
会
社
を
含
め
る
と
全
体
で
約

１
千
２
０
０
人
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
車
両
基
地
ま
つ
り
が
年

１
回
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
に
は
、
約
１

19

万
９
千
人
の
来
客
数
が
あ
り
、
通
常
の
工

場
見
学
は
こ
れ
以
上
の
来
客
数
で
あ
り
、

車
両
基
地
だ
け
で
相
当
数
の
入
込
数
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

宮
城
県
の
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
例
の

よ
う
に
、
車
両
基
地
の
設
置
は
、
雇
用
の

創
出
、
関
連
企
業
の
立
地
、
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
車
両
や
各
種
設
備
に

は
様
々
な
企
業
の
最
先
端
技
術
が
使
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
新
幹
線
の
車
両
基

地
以
上
に
こ
う
し
た
関
連
企
業
の
立
地
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

規
模
は
中
核
工
業
団
地
な
み

　

現
行
新
幹
線
の
車
両
基
地

　

車
両
基
地
を
活
か
し
た

　

地
域
経
済
の
活
性
化

（図１）熊本総合車両基地全体イメージ図 

※出典：鉄道・運輸機構パンフレット
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（表１）主な新幹線車両整備施設の広さ

土地面積
（㎡）

所　在　地車両基地等の名称

530,000
宮城県宮城郡
利府町

ＪＲ東日本新幹線
総合車両センター

200,000熊本県熊本市ＪＲ九州熊本総合車両基地

260,000石川県白山市
ＪＲ西日本白山
総合車両基地（建設中）

750,000中津川市※中津川中核工業団地

（表２）熊本総合車両基地での検査工程

主 な 検 査 内 容検　査　名

高速走行を終えた部品の点検、
ブレーキ装置やＡＴＣ（自動列
車制御装置）、ドア開閉装置等、
重要な保安機器の動作チェック

仕業検査
（２日に１度)

重要な保安機器のカバーを取
り外し、内部の状態、動作、機
能の検査確認

交番検査（３万娃
または30日以内)

超音波および磁粉による車輪
周りの探傷

台車検査（60万娃
または18ヵ月以内)

細部おける車体と機器の検査
および動作確認試験やＡＴＣ
の機能検査

全般検査（120万㎞
または36ヵ月以内)

車両に不具合が生じたとき、
必要に応じて行う

臨時検査・修繕




